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平成平成平成平成２９２９２９２９年度年度年度年度下請下請下請下請状況状況状況状況実地調査実地調査実地調査実地調査結果結果結果結果についてについてについてについて    

H３０.２.１５ 

入 札 監 理 課 

 

 

（１）調査時期 

   平成２９年１０月～１１月 

 

（２）調査対象 

平成２８年度に契約した工事から下請比率の高い工事を抽出し、調査対象業者を選定し

た。調査を実施した業者数は、元請会社５者、下請会社９者（一次５者、二次３者、三次

１者）の計１４者。 

 

（３）調査内容 

  ア 主な調査項目 

① 下請契約及び変更契約締結の状況（法定福利費の見積書への明示状況含む） 

② 下請代金の支払状況 

③ 賃金支払状況 

④ 社会保険加入状況 

⑤ 施工体制台帳等の作成状況 

⑥ その他県元請・下請関係適正化指導要綱遵守状況（下請への履行確認結果報告、下

請報告書と下請金額等） 

  イ 調査方法 

 調査対象者を訪問し、下記の関係書類の確認・照合及び関係者（役員、現場代理人、

経理担当者など）からの聞き取りを行った。 

 

【確認した関係書類】 

確認項目 確認した書類 

下請代金の決定に関する資料 

見積依頼書、見積条件書、見積書及びその内訳

書 など 

下請契約から完成までの経過に関

する資料 

下請契約書（注文書、注文請書、基本契約書、

基本契約約款）、下請変更契約書、完成引渡書 

など 

支払に関する資料 請求書、支払台帳、通帳、支払通知書 など 

賃金支払いに関する資料 賃金台帳 など 

保険加入状況に関する資料 保険者番号、保険料納付書 

完成報告、履行確認に関する資料 完成届、検査結果通知 など 

 

１ 調査方法 
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②

鉄筋

下請業者

型枠

下請業者

屋根

下請業者

大工

下請業者

斫り

下請業者

下請業者 下請業者

金属・仕上げﾕﾆｯﾄ 金属

下請業者

揚重作業・圧送

下請業者

家具

下請業者 下請業者

内塗装 押出成形板

防水・左官・ｸﾞﾗｳﾄ 左官・ｸﾞﾗｳﾄ

元元元元

請請請請

ＡＡＡＡ

者者者者

下請業者 下請業者

塗装 塗装

建具 ガラス

①
Ｂ者 Ｃ者

あと施工アンカー ガラス

下請業者 下請業者

耐震ブレス 耐震ブレス

下請業者 下請業者

解体 解体

下請業者 下請業者

仮設 解体

下請業者 下請業者

下請業者 下請業者

二次一次

調査対象

 

 

 

 

 

 

工事１工事１工事１工事１    学校学校学校学校大規模改造大規模改造大規模改造大規模改造工事工事工事工事（（（（会津会津会津会津方部、当初契約額約方部、当初契約額約方部、当初契約額約方部、当初契約額約 1.1.1.1.3333 億円）億円）億円）億円）    

＜施工体系＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落札率 ８９．４９％ 外注率 ５６．５％ 

下請業者数 ２５者（一次１６者、二次９者） 

 

１ 選定理由 

典型的な二次下請の構造である。また、左官工事にお

いて二次下請に対する不利益が発生していないか確認

する。 

 

２ 調査結果 

(1) ①の契約において、見積依頼書→見積書→契約書

について、書面で適切に実施していた。②の契約に

おいては、見積依頼書及び見積書を書面で確認でき

なかった。また、工事内容に変更があったにも関わら

ず変更契約を締結していなかった。 

(2) ①～②の契約において、法定福利費が見積書に明

示されていた。 

(3) ①の契約では、完成届け→完成検査→引き渡しを書

面で実施していたが、②の契約では、完成届け→完

成検査→引き渡しを書面で実施していなかった。 

(4) Ａ者【特定】からＢ者【一般】への精算支払いが、引き

渡し日から起算して 50 日を過ぎていた。 

(5) Ｃ者の下に施工体制台帳に記載のない業者が入って

いた。 

(6) ②で赤伝処理があった。 

 

３ その他確認事項 

(1) Ａ者では、若手を採用し育成したいが難しいとのこと。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 調査結果           

            

元請会社５者、下請会社９者（一次５者、二次３者、三次１者）の計１４者（Ａ～Ｎ

者）に下請状況実地調査を行った結果、５者で８件の不適事項を確認した。 

    囲みが本調査を行った会社と元下契約。 
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①
Ｉ者

掘削・運搬

調査対象

元元元元

請請請請

ＨＨＨＨ

者者者者

一次

（県外）

（県外）

② ③

（県外）

（県外）下請業者 下請業者

区画整理工 ワイヤー切断

旧橋撤去・下部工・

護岸工

旧橋撤去・仮締切・

場所打ち杭

旧橋撤去・仮締切

下請業者 下請業者

旧橋撤去 鋼管杭撤去

型枠工組立
旧橋撤去・仮締切

元元元元

請請請請

ＤＤＤＤ

者者者者

① Ｅ者 Ｆ者 Ｇ者

コンクリート塗装 場所打ち杭

下請業者 下請業者

下請業者 下請業者

一次 二次 三次

調査対象

工事工事工事工事２２２２    旧橋下部工旧橋下部工旧橋下部工旧橋下部工撤去工撤去工撤去工撤去工、、、、橋梁下部工橋梁下部工橋梁下部工橋梁下部工工事工事工事工事（（（（喜多方喜多方喜多方喜多方方部、当初契約額方部、当初契約額方部、当初契約額方部、当初契約額約約約約 1.1.1.1.9999 億円）億円）億円）億円）    

＜施工体系＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落札率 ８９．２％ 外注率 ５５．２％ 

下請業者数 １１者（一次１者、二次５者、三次５者） 

 

１ 選定理由 

統括的な一次下請をおく下請構造における元請下請

関係を確認する。 

 

２ 調査結果 

(1) ①～②の契約において、法定福利費が見積書に明

示されていたが、③では明示されていなかった。 

(2) ①～③の契約で、完成届け→完成検査→引き渡しを

書面で実施していなかった。 

(3) ②で赤伝処理があった。 

 

３ その他確認事項 

(1) Ｇ者は、若手の採用・育成に力を入れている。 

(2) Ｇ者は、社内に安全室を設け、安全管理を徹底して

いる。 

(3) Ｇ者は、幼稚園児等への建設業のＰＲを積極的に行

っている。 

 

 

 

 

 

工事３工事３工事３工事３    河道開削河道開削河道開削河道開削工事工事工事工事（（（（会津方部、当初契約額会津方部、当初契約額会津方部、当初契約額会津方部、当初契約額約約約約 0000....7777 億円）億円）億円）億円）    

＜施工体系＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落札率 ８８．２％ 外注率 ５５．０％ 

下請業者数 一次１者 

 

１ 選定理由 

同じ工種を、元請からＩ者に発注していることから、契約

等を確認する。 

 

２ 調査結果 

(1) 見積依頼書→見積書→契約書について、書面で適

切に実施していたが、見積依頼書に日付が記載されて

いなかった。 

(2) 法定福利費が見積書に明示されていた。 

 

３ その他確認事項 

(1) Ｈ者は、休日出勤は代休又は休日手当を支給してい

る。 

(2) Ｉ者は、夜間作業が生じた場合は、代休処理してい

る。 
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調査対象

①

元元元元

請請請請

ＪＪＪＪ

者者者者

Ｋ者

塗装

下請業者

仮設

一次

調査対象

下請業者

塗装

舗装

元元元元

請請請請

ＬＬＬＬ

者者者者

①
Ｍ者

②
Ｎ者

舗装 舗装

下請業者

一次 二次

 

工事４工事４工事４工事４    橋梁橋梁橋梁橋梁塗装塗装塗装塗装工事工事工事工事（（（（喜多方方部、当初契約額約喜多方方部、当初契約額約喜多方方部、当初契約額約喜多方方部、当初契約額約 0.0.0.0.6666 億円）億円）億円）億円）    

＜施工体系＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落札率 ８８．８％ 外注率 ４５．７％ 

下請業者数 一次２者 

 

 

 

 

１ 選定理由 

同じ工種を、元請からＫ者に発注していることから、契

約等を確認する。 

２ 調査結果 

(1) 見積依頼書→見積書→契約書について、書面で適

切に実施していた。  

(2) 法定福利費が見積書に明示されていた。 

(3) 完成届け→完成検査については、書面で確認できた

が、引き渡しを書面で確認できなかった。  

(4) Ｊ者【特定】からＫ者【一般】への精算支払いが、引き渡

し日から起算して 50 日を過ぎていた。 

３ その他の確認事項 

(1) Ｊ者は、安全教育を適切に実施していた。 

(2) Ｋ者は、資格取得を社員に推奨しており、休日出勤は

休日手当を支給している。 

工事工事工事工事５５５５    舗装舗装舗装舗装補修補修補修補修工事工事工事工事（（（（喜多方方部、当初契約額約喜多方方部、当初契約額約喜多方方部、当初契約額約喜多方方部、当初契約額約 0.0.0.0.5555 億円）億円）億円）億円）    

＜施工体系＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

落札率 ９８．９％ 外注率 ６５．７％ 

下請業者数 ４者（一次１者、二次３者） 

 

 

１ 選定理由 

同じ工種を、元請から一次下請Ｍ者を通して、二次下

請へ分割して発注していることから、契約等を確認する。 

 

２ 調査結果 

(1) ①の契約では、見積依頼書→見積書→契約書につ

いて、書面で適切に実施していたが、②の契約では、

見積依頼を書面で実施していなかった。  

(2) ①の契約では、法定福利費が見積書に明示されてい

たが、②の契約では、明示していなかった。 

(3) ①～②の契約で、完成届け→完成検査について、書

面で確認できたが、引き渡しを書面で確認できなかっ

た。 

 

３ その他確認事項 

(1)  Ｍ者は、資格取得を社員に推奨しており、休日出勤

は休日手当を支給している。 



5 

 

  下記の不適事項について、事業者に口頭指導を行った。 

不 適 事 項 件数 指導した業者数 

（１）（１）（１）（１）    変更契約の不適変更契約の不適変更契約の不適変更契約の不適    

変更契約が未締結である。（１件） 

１件 

２者 

一次 １者 

二次 １者 

（２）（２）（２）（２）見積書への法定福利費額の不明示見積書への法定福利費額の不明示見積書への法定福利費額の不明示見積書への法定福利費額の不明示 

法定福利費額の明示は、平成２８年度の福島県元請下請関

係適正化指導要綱改正で規定した。 

 ２件 

２者 

二次 １者 

三次 １者 

（３）（３）（３）（３）施工体制施工体制施工体制施工体制台帳に記載のない者台帳に記載のない者台帳に記載のない者台帳に記載のない者のののの参加参加参加参加    
 １件 二次 １者 

（４）特定（４）特定（４）特定（４）特定建設業者から下請建設業者から下請建設業者から下請建設業者から下請業者業者業者業者へのへのへのへの精算払い精算払い精算払い精算払いがががが    

引渡の申し出から引渡の申し出から引渡の申し出から引渡の申し出から起算起算起算起算して５０日超して５０日超して５０日超して５０日超    

 ２件 元請 ２者 

（（（（５５５５）赤伝）赤伝）赤伝）赤伝処理処理処理処理    

※赤伝処理とは、元請負人が、 

 ①一方的に提供・貸与した安全衛生保護具等の費用 

 ②下請代金の支払に関して発生する諸費用（振り込み手数料等） 

 ③下請工事の施工に伴い、副次的に発生する建設廃棄物の処理費用 

 ④上記以外の諸費用（駐車場代、弁当ごみ等のごみ処理費用、安全協

力会費等） 

 を下請代金の支払時に差引く行為。 

※赤伝処理を行う場合は、元請負人と下請負人双方の協議・合意が必要。 

※赤伝処理を行う場合は、その内容を見積条件・契約書面に明示するこ

とが必要。    

 ２件 一次 ２者 

計 ８件 

８者 

( の べ ９ 者 ) 

元請 ２者 

一次 ３者 

二次 ３者 

三次 １者 

 

３ 事業者への指導 


